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　令和元年に続き、企業債残高の減少、資金量の増
加の点で改善が図られつつあるものの、厳しい経営
状況であることには変わらない。１及び２で示した
内容より、固定資産や企業債残高の多さ、料金収入
の低さが事業経営に影響を及ぼしている。
　平成29年度に市内全地区を上水道事業にとしたこ
とで、料金収入に次いで大きな財源である一般会計
繰入金に変化が生じる。上水道統合後10年間（令和
８年度までの間で）一般会計繰入金の一つである
「高料金対策に要する経費」は、繰入基準額が段階
的に低くなる。このことから、安定経営を維持する
うえで、料金改定の検討は急務である。
　今後においても、ＰＤＣＡサイクルによる経営改
善を継続しながら、１及び２で示した内容について
着実に進めていく。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　令和２年度は、市内事業者に対する新型コロナウ
イルス対応水道料金減免措置により、給水収益が減
少したものの、配水管漏水が少なく、収益減以上に
修繕費が抑えられた。そのため、①経常収支比率が
増加に転じた。しかし、依然として⑤料金回収率が
100％以下であることも併せて鑑みると、料金収入
のみでは費用を賄えず、一般会計繰入金に依存した
状態が続いている。
　修繕費の減少に伴い、⑥給水原価が僅かながら減
少した。しかし、配水管漏水について早期の発見と
修繕対応に努めているものの、⑧有収率は低下傾向
にある。また、⑦施設利用率は依然として低水準の
ままである。令和３年度に策定するアセットマネジ
メント（施設更新計画）を着実に実行し、小規模配
水池の統合など施設の効率化に努める。
　平成29年度からは企業債の借入れを抑制し、残高
の圧縮を進めている。その成果は④企業債残高対給
水収益比率の減少に示されている。しかし、依然と
して類似団体平均値よりも大幅に高い水準にあるこ
とから、今後も借入れ抑制を継続する。
　令和２年度からの下水道事業の地方公営企業法適
用を機に、管理手法の見直し等による費用の縮減を
検討し、実行している。令和４年度には、水道事業
も財政シミュレーションを行いながら、適正水準に
よる料金収入の確保を検討するほか、経営戦略（改
訂版）を策定し、早期の実行に努める。

2. 老朽化の状況について

　経営状況を考慮して、施設更新及び老朽管更新は
少しずつ進めているものの、資産全体では更新が進
んでおらず、①有形固定資産減価償却率で示すとお
り、年々減価償却が進んでいる。合併前の旧町村ご
とに老朽管更新の進捗状況に違いがあり、地区に
よっては漏水が頻発している。なお、令和３年度は
老朽化施設の更新のほか、老朽管更新も実施してい
る。
　②管路経年化率より、法定耐用年数を超えた老朽
管は少ない状況にあるが、①と併せて鑑みると、今
後において更新時期を迎える管路が増加すると見込
まれる。
　令和３年度には施設更新計画が策定となる。ま
た、１の③流動比率は前年度比較で減少している
が、水道事業の資金量は増加傾向にある。資金は施
設更新に活用することを検討しているが、資金量の
動向については注視していく必要がある。

2. 老朽化の状況
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法適用 水道事業 末端給水事業 A6 非設置 24,788
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